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第３０回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和３年９月１４日（火）１４：００～１４：２０ 

 

２．場 所  オンライン開催 

 

３．出席者  内閣府 

       内閣府原子力委員会 

        上坂委員長、佐野委員、中西委員 

       内閣府原子力政策担当室 

        進藤参事官、實國参事官、菊地補佐 

 

４．議 題 

 （１）上坂原子力委員会委員長の海外出張について 

 （２）その他 

 

５．審議事項 

（上坂委員長）時間になりましたので、第３０回原子力委員会定例会議を開催いたします。 

  本定例会議は、新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラインでの開催となります。 

また、本日は、私上坂、佐野委員、中西委員がオンラインでの出席となります。 

  次に本日の議題ですけれども、一つ目が上坂の海外出張について、二つ目がその他でござ

います。 

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

（進藤参事官）一つ目の議題は上坂原子力委員会委員長の海外出張についてです。 

  では、事務局より説明をお願いいたします。 

（菊地補佐）事務局、菊地より説明させていただきます。 

  お手元の資料、原子力委員会資料第１号を御覧いただければと思います。 

  上坂原子力委員会委員長の海外出張についてということで、９月２０日から２４日に開催

される予定のＩＡＥＡ総会に上坂委員長が御出張予定でございます。 

  出張先はオーストリア共和国（ウィーン）。 
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  出張期間につきましては、令和３年９月１９日日曜日に出発をして、２３日木曜日、日本

に到着の予定でございます。 

  渡航目的については、今ほど申し上げましたように、第６５回国際原子力機関（ＩＡＥＡ）

総会に出席し、ＩＡＥＡの幹部、また各国の原子力関係者との意見交換を行うとともに、

内閣府主催のサイドイベントに登壇の予定でございます。 

  日程についてはこの４ポツのところを御参照いただければと思います。 

  続きまして、今述べましたサイドイベントについて、資料、参考資料の第１号を御覧いた

だきたいと思います。 

  今年のＩＡＥＡ総会に際しまして、「α線薬剤の開発とアイソトープの供給－アクチニウ

ム２２５と国際機関における役割の可能性－」というサイドイベントを開催いたします。 

  ウィーンでの時間は９月２０日の１５時から１６時２０分、日本時間ですと２２時から２

３時２０分、オンラインと、ウィーンの国際センターのＭ６会議室でのハイブリッドの開

催を予定しています。 

  アジェンダについて御紹介させていただきます。初めに上坂委員長より開会挨拶を頂いた

後、ＩＡＥＡの物理化学部門の部長のメリッサ・デネケさんよりスピーチを頂きます。 

  その後、日本アイソトープ協会専務理事の畑澤先生からプレゼンテーションいただくとと

もに、スイスからノバルティスファーマの前立腺がんグローバルプログラム長のアンドリ

ュー・ケイヴィさんからプレゼンテーションを頂きます。 

  その後、Ａｃ－２２５の製造・供給についての日本若しくは海外の取組についてというこ

とで、量子科学技術研究開発機構、ＱＳＴと、あとは日本原子力研究開発機構、ＪＡＥＡ、

あと米国のＤＯＥ、あとユーラトム、カナダのトライアンフの取組についてそれぞれ御紹

介いただきます。 

  その後、新興国政府によるスピーチということで、南アフリカのプレトリア大学のスティ

ーヴ・ビコアカデミック病院のマイク・サテケさんからスピーチを頂戴します。 

  最後に、ＩＡＥＡの核科学・応用学部物理化学部門の課長のオッソさんよりＩＡＥＡに期

待される取組みということでスピーチを頂いた後、最後に上坂委員長から閉会の挨拶を頂

くという段取りになっています。 

  今現在、一生懸命準備しておりますので、良いものになるように取り組んでまいりたいと

思います。 

  私からは以上です。 
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（上坂委員長）説明ありがとうございます。 

  それでは佐野委員、コメントございましたらよろしくお願いいたします。 

（佐野委員）御説明ありがとうございました。 

  久々に対面のＩＡＥＡ総会開催ということで、ＩＡＥＡ幹部や各国代表との２国間の協議、

さらにはサイドイベントと盛りだくさんのスケジュールですが、大変よくアレンジされて

おり、事務局、それから関係者の方々の御努力を評価致します。 

日程的にも大変ですが、上坂委員長、どうぞよろしくお願いいたします。充実な会議であ

ることを祈念しております。 

（上坂委員長）それでは中西委員、よろしくお願いいたします。 

（中西委員）私も、ものすごく盛りだくさんで、放射線医療の話では、上坂先生より最初から

最後まで全部取り仕切られて、メガファーマも来られたり、とうとう放射線医薬品が世界

中で動き始めたなという感じがします。 

  たくさん情報を仕入れて、こちらからも発信できるように上坂先生、よろしくお願いいた

します。 

  以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  繰り返しになりますけれども、ＩＡＥＡ総会でその間、ＩＡＥＡの幹部、それから各国の

原子力部門の要人としっかり会談し、またサイドイベントも成功させていきたいと思いま

す。 

  また、当然ですけれどもコロナ禍ですので、安全と衛生には十分注意してやっていきたい

と思います。 

  それで是非ＩＡＥＡの幹部の方や各国の要人の方には日本の原子力の現状をよく説明し、

また今後の国際協力に関して意見交換をよくしていきたいと思います。 

  それからこのサイドイベントはこの定例会議でも何度か研究者の方から御説明いただきま

したけれども、治療と診断両方に使えるα線薬剤はじめの有効薬剤の世界での研究炉と加

速器のベストミックス、エネルギーもベストミックスで、ＲＩ製造方法もベストミックス

ですね。 

  それによる供給と利用、それを世界の第一線の活躍の方々とＩＡＥＡの担当の方、お集ま

りいただきまして、しっかりと議論したいと思っております。 

  それから、事務局に質問ですけれども、対面とリモートのハイブリッドということで、こ
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れは日本からの参加も可能なのですよね。 

（菊地補佐）可能でございます。 

（上坂委員長）もう御存じかと思うのですけれども、日本原子力学会、日本医学物理学会、日

本加速器学会、放射線利用振興協会、核医学会、主要な関連の学会のホームページ・メー

ルで案内させていただいています。日本用プログラムには日本時間が書いてありますね。 

  日本からリモート出席できるように、日本時間で書いてあるということで、２２時ですの

で何とか参加していただきたいなと考えています。 

  そういうことで、しっかりと短い期間ではありますけれども、最大限役目を果たしていき

たいと存じます。 

  ほかに委員の方々から御意見やコメント、ございますでしょうか。 

（佐野委員）ございません。 

  結構です、よろしくお願いします。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは以上が議題１でございます。 

  では議題２について事務局から説明をお願いいたします。 

（進藤参事官）議題の２、その他でございますけれども、本日の定例会議資料第２号を今から

投影をさせていただきます。 

  ７月に原子力委員会決定をいたしました令和２年度版原子力白書の英語版のサマリーを作

成いたしましたので、事務局より御説明をお願いいたします。 

（實國参事官）それでは事務局より説明いたします。 

  お手元にお配りしています令和２年度版原子力白書のサマリーの英語版を作成いたしまし

た。 

  １枚めくっていただきまして、構成としましては、Ｓｐｅｃｉａｌ Ｒｅｐｏｒｔと、Ｃ

ｈａｐｔｅｒ１からＣｈａｐｔｅｒ８までの章立てという形になっております。 

  Ｓｐｅｃｉａｌ Ｒｅｐｏｒｔについては、今回の特集が東電福島第一原発事故から１０

年を迎えてということなので、今回の特集の一つの目的である福島の今をしっかり伝えて

いくという趣旨から、今回の英語版に当たっても、まず福島の今を伝えるということを前

面に出しております。 

  それから、Ｃｈａｐｔｅｒ１からＣｈａｐｔｅｒ８までにつきましては、以前の原子力委

員会定例会でも御説明いたしましたが、原子力白書の概要紙に基づきまして英訳をしてお
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ります。 

  ざっと御覧いただきたいのですけれども、Ｓｐｅｃｉａｌ Ｒｅｐｏｒｔの４ページ以降

になります。 

  まず、福島の現状ということで、内容は全部書いてあることと当然のことながら同じなの

ですけれども、空間線量率の話を４ページと５ページで説明するとともに、６ページでは

復興の状況、７ページでは農林水産物や食料品の基準値の話と、こういうものを紹介して

おります。 

  ８ページでは、イノベーション・コースト構想という新しい産業の取組を紹介しておりま

す。 

  ９ページでは、福島の復興の状況ということを紹介しておりますが、ここでは海外の輸入

制限の話などを紹介しております。 

  １０ページでは、福島第一原発の敷地内の状況ということで、現在の状況を紹介しており

ます。 

  １２ページでは、事故を踏まえて、この１０年間で関係機関などが行ってきた取組、そう

いうものを紹介しております。 

  １４ページでは、原子力白書の日本語版に載せている原子力委員会のメッセージの英訳を

載せております。 

  １５ページ以降は、日本語版の第１章から第８章までに基づく概要紙を英訳したものにな

りますので、説明は割愛させていただきます。 

  英訳版の説明は以上になります。 

  この原子力白書の英訳版を活用して、国際的にも福島の現状をしっかり伝え、また原子力

委員会のメッセージもしっかり国内外に伝えていきたいと考えています。 

  以上です。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは佐野委員、よろしく、コメント、御意見をお願いいたします。 

（佐野委員）御説明ありがとうございました。 

  今年、福島後１０年ということで原子力白書でも福島を特集したわけですが、その特集を

中心に原子力白書の骨子を紹介する英語版を作ることは、大変有益な試みだと思います。 

  特に世界各国あるいは世界の人々が福島に対して持っているバイアス、事故直後の風評な

どを客観的なデータを持って、修正していこうという努力で、是非これを各国の関係者、
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研究者、学生、知識人になるべく広報して、正しい認識を持っていただきたいと思います。 

  準備された事務局の方、どうもありがとうございました。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは中西委員、よろしくお願いいたします。 

（中西委員）この英語版については、以前も話題になりましたけれども、非常に見やすくて、

毎回こういうようなのができていればよかったのかなと思います。 

今回は、特に福島のことで世界中の人が関心の高い部分を非常にうまくまとめてくださっ

て、今どういう状況かというのが、これを見れば大体ダイジェストで分かると思います。 

  本当に事務局の方、御苦労さまでした。 

  上坂委員長もこれを配られると多くの方からいろいろなことを言われるんではないかと思

いますが、いい方向のコメントだと思います。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

（上坂委員長）中西委員、ありがとうございます。 

  ＩＡＥＡ総会でも、この白書の英語概要を、ＩＡＥＡの各代表的部署、それから各国の要

人の方々に配布、配信していきたいと思います。 

  そして今、コメントにありましたように、この特集は福島事故の教訓と、それから福島の

復興が進んでいる現状もしっかり書いてある。福島から始まり、そして原子力安全を強調

していく。それが日本の原子力の始まり、そこが原点であるということは強調してありま

す。本当に日本の原子力に対するスタンスがここに凝縮されていると思いますので、しっ

かりと宣伝してきたいと思います。 

  また、国内では既に８月３１日の原子力学会でこの白書の説明会があり、ウェビナーで多

くの方が参加されました。一部の学会誌にはもう解説が載っています。特集の福島の現状

と教訓について、原子力安全から入っているという点を高く評価いただいております。風

評の問題もありますので、その問題解決に向けてもこの概要を配布・宣伝・発信し、よく

説明してまいりたいと思います。 

  それでは、委員からほかに御発言ございますでしょうか。 

（佐野委員）ございません。 

（中西委員）特にありません。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、次の議題２について事務局から説明をお願いします。 
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（進藤参事官）議題２、その他の続きでございます。 

  次回の会議予定について御案内いたします。 

  次回の開催につきましては、９月２８日火曜日、１４時からオンライン会議で開催いたし

ます。 

  議題については調整中であり、原子力委員会のホームページ等の開催案内をもってお知ら

せいたします。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、全般で委員の方々から何か御発言ございますでしょうか。 

（佐野委員）特にございません。 

（上坂委員長）それでは御発言ないようですので、これで本日の委員会を終了いたします。 

  どうもありがとうございました。 

（佐野委員）ありがとうございました。 

（中西委員）どうもありがとうございました。 


